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１．はじめに 

排水の再利用系は再生処理プロセスと再生水の輸送・貯留系より構成される．排水の再利用系の機能を維持

し，再生水質を適正に保つためには，貯留・輸送系における再生水の変質を防ぐことも重要であり，このた

めには貯留・輸送系におけるバクテリアの増殖を制御する必要がある．ここでは，再生水安定性評価とその

制御方策検討の第一歩として，DAPI を用いた染色による全菌数測定によるバクテリア増殖ポテンシャル法
の検討と再生水への適用の可能性を検討した結果を報告する．  
２．実験方法 
(1)有機物濃度の影響に関する実験  A 下水処理場砂ろ過水を 0.2μm の PTFE メンブレンフィル
ターでろ過したものと所定量の純水をを褐色びんへ投入し全菌数（DTMC）と溶解性全炭素濃度（DOC）の
経時変化を測定した．実験は暗所で 20℃の条件で行った．次に，びんに所定量の純水を投入して初期有機物
濃度を調整．DOC 濃度測定．実験開始時に 0.2 m PTFE メンブレンフィルターでろ過を行わなかったサンプ
ルを所定量植種した．この実験では初期 DTMC は約 1.0×104cells/mLであった． 
(2)栄養塩濃度の影響に関する実験  A 下水処理場

砂ろ過水をイオン交換樹脂により処理したのち，十分な量の

リン酸態リンと所定量のアンモニア態窒素を添加した試料と

逆に十分なアンモニア態窒素と所定量のリン酸態リンを添加

し た 試 料 を 作 成 し た ． こ の 実 験 の 初 期 DTMC は

1.5×104cells/mL であった． 
(3)初期バクテリア濃度の影響に関する実験   A 下

水処理場砂ろ過水を 0.2μmの PTFEメンブレンフィルター
でろ過したものに所定量の植種を行った．この実験では初期

菌数を約 103, 104, and 105 cells/mLの 3種類のサンプルを
用意した． 

(4)処理プロセスの効果に関する実験  この実験では

B下水処理場の砂ろ過水，砂ろ過＋オゾン処理水，砂ろ過＋オゾ
ン＋活性炭処理水の３種類の試料を用いた．-この実験では初期菌
数は約 2.8×104cell/mLであった． 
３．結果 

(1)初期有機物濃度に関する実験 (実験 A) 図－１は実験 A の

結果であり，DTMC と DOC の経時変化の測定結果である．全菌

数 DTMC は初期には急激に増加し，100－120 時間後にピーク値

を示している．この DTM Cがピーク値を示す時間をここではピ 

ーク時間と呼ぶことにする．初期 DOC値とこのピーク時間にお

ける DOC値の差をここでは生物分解可能有機炭素量（BDOC）と

定義する．この BDOC値と最大 DTMC値の関係をプロットする

と図－２のようになる．図－２の結果より，本報告で用いた方法によれば， 
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全菌数の最大値と BDOC値との間に線形関係が成り立っていることがわかる． 
(2)NH4-N and PO4-P 濃度の影響 に関する実験 

. 図－３は初期アンモニア態窒素濃度を変化させた場合の
バクテリアの増殖カーブである．図より，初期アンモニア態

窒素濃度はバクテリアの増殖に影響を与えていないことがわ

かる．また，初期リン酸態リン濃度を変化させた実験におい

ても，リン濃度の影響は観察されなかった．以上示した実験

(1)，(2)の結果より，再生水中におけるバクテリア増殖の制限

基質は有機物であり，極微量のアンモニア態窒素，リン酸態

リンによりバクテリアの増殖を維持できることがわかる． 

(3)初期全菌数の影響に関する実験 
図－４に初期全菌数がバクテリアの増殖過程に与える影響

を検討した結果を示す．図より，初期全菌

数によりピークをむかえる時間が異なって

いるが，全菌数のピーク値には違いがない

ことがわかる．このことから，消毒操作に

よって初期菌数を少なくすることによりバ

クテリアの増殖を遅らせることができるが

増殖量を抑えることは難しいことがわかる． 

(4)処理プロセスの効果に関する実験  
この実験では処理プロセスの異なる 3種

類の試料について初期 DOC，ピーク時刻に

おける DTMC，ならびに BDOCの値を比較

した．結果を図－５に示す．図より 1)DOC

除去は主に活性炭処理により行われている，

2)オゾン処理プロセスにおいてBDOC量が

増加している，3)活性炭処理後の DTMC値

は砂ろ過水と大差ない値となっている，4)

各サンプルの DTMC 値と BDOC 値の比は同一でない．以上ことから，オゾン＋活性炭プロセスによって有

機物濃度を減少させることが可能であるが，生物学的な安定性を向上させることは難しいことがわかる． 
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